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新型コロナウイルス感染症は「感染拡大注意報」が発令！   

県内では、11月下旬から 12月中旬にインフルエンザの流行が「警報レベル」 

になり、現在も継続中です。また、１月に入り、新型コロナウイルス感染者が 

増え始め、１月 19日に「感染拡大注意報」が発令されました。 

 まだまだ寒い日が続きます。身に付けた感染症予防対応を心掛け、食事、睡眠をしっか

りとって、免疫力を上げましょう。症状があるときには、ゆっくり休みましょう。 

乾燥肌（手荒れ・あかぎれ）の人、増加中！               

空気が乾燥する冬は、肌もカサカサと乾燥しがちです。 

手洗いや消毒をする機会が多いので、手がカサカサして、あかぎれ 

になっている子が多いです。マスクの下で、唇が乾燥している子もい 

ます。 

 御家庭で行う乾燥肌対策として、以下のこ 

とをお勧めします。 

①  お風呂は、ぬるめ（39～40℃）にして 

湯船につかる時間は 15分ほどにする。 

（熱いお湯や、長い入浴は、肌の表面の 

皮脂が奪われてしまう） 

②  入浴後には、体を良く拭いて、保湿ク 

リームを薄くまんべんなくのばして塗る。 

③  肌着は保湿性のある綿の物を選ぶ。 

④  暖房のきいた 

室内は乾燥しや 

すいので、加湿 

器を上手に使う。 

加湿器が無いと 

きは、濡れタオ 

ルを置いたり、温かい水分をとったりす 

ることも良い。 

 手荒れのひどい人は、学校でも手洗いの後 

に保湿クリームを塗れるように御準備くださ 

い。傷があるときには、香料が入っていない 

クリームを使いましょう。 

保健室では、手荒れがひどい場合や、唇が 

乾燥している場合は、ワセリンを塗って対応 

しています。 

ほけんだより 



 

言葉は不思議なもので、たった一言で、相 

手をうれしくさせたり、安心させたりするこ 

ともあれば（ふわふわ言葉）、悲しませたり、 

不安にさせたりすることもあります（ちくち 

く言葉）。「ふわふわ言葉」は、使えば使うほ 

ど周りの人も自分も笑顔になれるとても素敵 

な言葉です。 

「ありがとう」「楽しいね」「うれしいね」「がんばっている 

ね」など、人の気持ちを明るくする言葉は、脳をよく発達させ 

ると言います。 

 大切なのは「言葉を選ぶ力」です。自分が選ぶ言葉次第で、 

相手の気持ちが変わります。心が豊かになる「ふわふわ言葉」 

を上手に使って、お互いの気持ちをたくさん伝え合えるように 

なってほしいと思います。 

 

花粉が飛び始める１～２週間前には、治療を始めましょう！ 

 私たちの体には「免疫」があり、体の外から入ってきた細菌やウイルスなどの病原体や、 

がん細胞などから体を守る仕組みがあります。しかし、免疫がうまく働かず、体にとって 

問題がないものを悪いものと勘違いして、体の外に出そうとする反応を「アレルギー反応」 

と言います。 

 これからの季節、鼻水やくしゃみのほかに、目のかゆみなどがある場合は、花粉症対策

をしましょう。大切なことは、アレルギーの原因を探し、対 

処方法を知ることです。 

 体の中にアレルギーの原因物質が入らないように、外出時 

は服装に気を付け、家の中に持ち込まないことが大切です。 

 治療は早めに始め、強い症状が出ないようにしましょう 

心の健康について考えてみましょう  


